
府中市総合教育会議会議録 

1 開会の日時  

  平成 28 年 9 月 28 日（水）  教育委員会  会議室  

                 15 時 30 分 開会  

 

2 出席委員  

  戸成市長、平谷教育長、田中委員、井上委員、骨田委員、古川委員  

  （6 人）  

 

3 委員以外の出席者  

  船尾副市長  石川総務部長 大和人事秘書課長  

  皿田人事秘書課課長補佐  粟根教育部長  河本総務課長  

  竹内学校教育課長  谷口生涯学習課長  

  岡総務課主幹  近藤総務課庶務係長  

 

4 傍聴者  

  0 名（報道機関 3 社）  

 

5 協議事項  

  （1）府中市教育大綱の進捗状況について  

  （2）平成 29 年度の取組みについて  

 

        16 時 50 分  終了  
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平成 29 年度総合教育会議  

戸成市長   失礼いたします。平成 29 年度の府中市総合教育会議をこれ

から開会いたします。  

      皆さん知った人ばかりですけども、忙しいのにおいでいただ

きましてありがとうございます。  

      本日の会議では昨年 11 月に制定いたしました教育大綱の進

捗状況について、そして来年度の教育関連の取り組みについて

協議をしたいと思いますので活発な御意見をよろしくお願い

いたします。  

      それでは協議に入ります。  

      一つ目は府中市教育大綱の進捗状況についてでございます。

この間の取り組みについてまずは皆さんへ、教育長からお話を

いただきたいと思います。  

教育長   それでは初めに、昨年 11 月に府中市教育大綱を策定し、それ

を踏まえて教育委員会事務局としてさまざまな取り組みを進

めているところでございますけれども、昨年度からそして本年

度現在までの進捗状況について私からは主立ったものの概要

ということでお話をさせていただき、詳細につきましては各担

当課長から説明をさせていただきたいと思います。  

      私からは 3 点について説明をいたします。教育大綱をお配り

してありますが、その中のまず 1 点目は 1、「小中一貫教育を推

進し、たくましく生き抜く力の養成」の 4 番ですね。「グローバ

ル教育の充実について」御説明いたします。  

      昨年度から実施をしておりますところのグローバルキャン

プにつきましては、異なる文化を持つ人と自らコミュニケーシ

ョンをとり視野を広げていくこと、あるいは英語での実践的な

コミュニケーション能力の向上を図ることを目的に、昨年度、

今年度と実施いたしておりますけれども、昨年度は 50 名、そし

て本年度は 36 名の小中学生を対象に実施をしております。参

加した児童生徒からは非常に高い評価を得ておりまして、これ

は来年度もぜひ参加したいという声が非常に多く聞けている

ところでございます。ただ今年度の参加人数は 50 名から 36 名



 

2 

 

と減っているようですけれども、実はこれは宿泊場所等の関係

で本年度、人数制限をいたしまして実際の応募人数は昨年度か

ら大幅にふえているという状況で半数近くの子どもさんには

遠慮していただいた経緯がございます。もっと広い場所ででき

ればもっと多くの子どもの参加が可能なんだなあということ

でちょっと悔しいところもあるんですけれども、そういった状

況で今、実施をさせていただいているところでございます。  

      また本年 8 月からはＡＬＴを 1 名を増員いたしまして現在 4

名体制で各校の英語教育、そして外国語活動の充実を図ってい

る状況でございます。  

      また、府中明郷学園ではこの 2 学期からイングリッシュルー

ムを開設いたしまして、ＡＬＴと日常的に会話ができる環境も

整えているといったところでございます。  

      それが 1 点目でございます。  

      続いて 2 点目でございますけれども、 2 の「伝統と文化の継

承」の 1 番ですね、「備後国府を生かしたまちづくりについて」

でございますけれども、皆さんこれは御承知のとおりでござい

ますが、備後国府跡の国史跡指定につきましては三十数年にわ

たる発掘調査等を踏まえまして、この 1 月に報告書等を作成し、

文化庁に意見具申をしておりましたけれども、6 月 17 日に国の

文化審議会が文部科学大臣へ答申をし、念願でございました指

定というものがいよいよ現実化する運びとなっているという

状況でございます。正式には近日中だと思いますけども、官報

で告示をされます。それをもって正式指定という状況でござい

ます。これが現在のところでございます。  

      それから 3 点目でございますけれども、3 の「学びあえる地

域社会の形成」というところの 4 番ですね、「スポーツ活動の充

実について」でございますけれども、これにつきましてはスポ

ーツ基本法が国で制定されましたけれども、それに基づきまし

てこの 3 月に府中市でも府中市スポーツ推進計画、この計画を

スポーツ関係者など市民の皆様を初め、行政職員の協力を得ま

して策定をしたといったところでございます。現在この計画を

踏まえまして、スポーツの推進あるいは指導者養成の講座ある

いは健康づくりの講座などを進めているといったところが現
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状でございます。  

      私からは概略の説明でございますけれども、詳細につきまし

てはこの後、各課長から報告をさせていただきます。  

      大綱の順番でお願いします。  

竹内課長  失礼いたします。まずⅠの「小中一貫教育を推進し、たくま

しく生き抜く力の養成」ということで、平成 27 年度実績及び

現状についてまずはお話をさせていただきます。  

      まず確かな学力の向上でございますけれども、平成 27 年度

広島県の基礎・基本定着状況調査におきまして小中学校とも全

ての教科で県平均を上回ったところでございます。  

      平成 27 年度の全国学力・学習状況調査におきましては、中

学校の理科が若干全国平均を下回った状況がございましたけ

れども、他の教科につきましては小中学校とも全国平均を上回

ったといった状況でございます。  

      現状でございますけれども今年度、平成 28 年度の広島県基

礎・基本定着状況調査において小中学校とも全ての教科におい

て県の平均を上回ったところでございます。また、今年度の全

国学力・学習状況調査におきましても県で先ほどの基礎・基本

小中学校とも全ての教科で全国平均を上回ったといった状況

でございます。  

加えまして義務教育学校及び中学校併設型小学校並びに小学

校併設型中学校の移行に向け、現在取り組みを進めているとこ

ろでございます。  

      昨日も開催をいたしましたけれども、現在までに 3 回、小中

一貫教育改革会議を立ち上げまして開催をしたところでござ

います。昨日は市としての方向性を明確に示したところでござ

います。また９月議会においても義務教育学校についての説明

を教育長から行ったといった状況でございます。これが 1 点目

でございます。  

      そして最後の 4 の「グローバル教育について」報告をいたし

ます。  

      先ほど教育長からもございましたけれども、昨年度は新規事

業としてグローバルキャンプを実施いたしました。児童生徒総

勢 50 名が一泊二日の宿泊体験を行う中でＡＬＴあるいは外国
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人ボランティアの方、さらには留学経験者等のこういった活動

を通した中で国際感覚を身につける一歩を踏み出したといっ

たところでございました。このことを受けまして、今年度も 2

回目を実施したところでございます。  

      小学校 5 年生から中学校 3 年生まで今年度は児童生徒 36 名

が参加して実施いたしました。今年度も県教育委員会の共催の

もとに県内の外国人留学生、そして留学経験のある高校生さら

にはＡＬＴ、中学校の外国語教諭等々の協力を得る中で実施し

たところでございます。新たに地元の企業でございますリョー

ビ株式会社様、そして株式会社北川鉄工所様、この 2 社におい

でいただきましてそれぞれイギリスとタイでの海外勤務経験

がおありでして、そんな経験を通して日本と他国の違いをとい

った視点で子どもたちに話をいただいたという状況でござい

ます。そういったことを経験しながら、最終日にはグループご

とに外国の文化の違いについて寸劇により子どもたちが発表、

表現をしたところでございます。子どもたちの振り返りを見て

みますと、英語によるコミュニケーション能力を身につけるこ

とはもとより、グローバルな世界に接して多様な人々と協働し

課題の解決を図っていく。そのためにはやはり自分自身が意識

を変えること、あるいは積極的に意見を伝えなきゃいけないと、

こういったことの記載が多く見られたところでございます。  

河本課長  続きまして、次に大きい項目の 2 番、「伝統と文化の継承に

ついて」でございますけれども、2 項目ございますが、そのう

ちの「備後国府を生かしたまちづくり」について説明したいと

思います。  

      先ほど教育長からありましたように、意見具申ということで

すけども、27 年度に国史跡の指定に向けまして報告書の刊行、

それから地権者との指定同意等の取り組みを行いました。報告

書の刊行につきましては指導委員の先生方との協議を 3 回行っ

ております。それから文化庁からも現地調査に来ていただきま

して、その意見を参考に報告書を何とか刊行できたということ

でございます。それと地権者の指定同意の取り組みにつきまし

ては 10 月に、27 年の 10 月に地元説明会を行いまして、それ

を終えて 10 月の終わりから 1 月にかけて指定同意の実際に地
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権者の方にお願いしていったところでございます。  

      それで、1 月末には文部科学大臣へ意見具申書を提出いたし

ました。28 年の 6 月 17 日でございますけれども、文化審議会

の答申により国史跡に指定されることが決定し、近日中という

ことを教育長が申しましたけれども、10 月以降の早い段階、時

期に官報告示される予定でございます。結局指定区域といたし

ましては、ツジ地区が、約でございますけれども、1 万 4100 平

方メートル、金龍寺東地区が 5400 平方メートル。合わせまし

て 1 万 9500 平方メートル、これについて指定するということ

で答申が出ておりまして内定もいただいておるところでござ

います。  

      28 年の、今年度でございますけれども、近々、官報告示され

るということを見越しまして 29 年度以降で行う予定の保存活

用整備基本整備実施計画の策定に向けまして、保存活用計画策

定に向けた策定委員会の設置準備を行っているところでござ

います。この来月、10 月には文化庁の調査官が再び、文化庁調

査官に来ていただきまして、これらについての協議、指導を受

けることになっております。それから本年度の取り組みですけ

ども、6 月以降に史跡指定に伴うイベントであるとかパネル展、

歴史講座などの実施、史跡指定の懸垂幕やのぼりの設置等を行

ってきましたけれども、正式に官報告示により国史跡指定にな

るということ、今年度中になるということでございますので、

学びフェスタでのパフォーマンス、それから年が明けて記念講

演会等を企画しているところでございます。また、28 年の 1 月

から 7 月にかけまして行いました鳥居地区の調査におきまして

その地点が古代山陽道と政庁への進入路の結節点である、備後

国府にとって重要地点であることが確認できましたので、とい

うことで現在事業課が行っている公園整備も追加指定を見越

した整備を行うよう今、協議をしてほぼ公園の図面が、案がで

き上がっているというところでございます。これにつきまして

も指導委員の先生方、文化庁の調査官に来ていただきまして、

意見を伺った上で案をつくっております。  

      私からは以上です。  

竹内課長  それでは続きましてⅢの項目、「学びあえる地域社会の形成」
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について説明をさせていただきます。  

      まず 2 の「コミュニティ・スクールの充実について」でござ

いますが、27 年度の実績でございますが、平成 27 年 4 月に栗

生小学校そして南小学校の 2 校をコミュニティスクールに指定

いたしました。府中明郷小中学校に続きまして、市内全 4 校の

指定となっております。指定校並びにまた研究指定校におきま

しては、それぞれ工夫した特色ある取り組みを行いまして学校、

保護者、地域が一体となって子どもたちを育むといったその歩

みが一歩一歩でございますけれども、進められてきたところで

ございます。  

      そして 28 年度現在でございますけれども、ことし 4 月に新

たに府中小中学校をコミュニティスクールに指定をいたしま

した。現在全 12 小中学校のうち半数となる 6 校を指定するに

至ったといった状況でございます。  

     また文部科学省の研究指定校といたしまして、上下学園の 3 校、

そして今年度新たに国府小学校と旭小学校の 2 校、研究指定と

した状況でございます。それぞれ 5 校が取り組みを進めており

ます。  

      幾分か今年度の指定校の取り組みを御紹介させていただき

ます。  

      まず府中明郷学園でございますけれども、地域からの要望を

受けまして運動部員が地域の石垣にモルタルを詰めるといっ

た補修復工事という地域貢献の活動を行ったところでござい

ます。明郷学園の学校経営の中では恕の心と思いやりといった

ことを位置づけておりまして、その一環として「グッ恕部大作

戦」というものに取り組んでおりまして、その一環として地域

貢献に努めていったところでございます。  

      南小学校でございますけれども、古代山陽道の遺構が見つか

った鳥居地区に 6 年生とともに保護者の方と地域の方が参加さ

れまして、6 年生とともにふるさとの歴史について学習をした

といった状況でございます。  

      また、地域企業で活躍をされている先輩を学校へ招きまして

仕事についての話を聞くなど学びを基軸にして、コミュニティ

スクールの取り組みを進めていった状況でございます。  
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      栗生小学校でございます。ここにつきましては地域の活性化

といった観点で地域行事へ子どもたちの参加をいかに図って

いくかといった取り組みをされております。スタンプラリーを

取り入れる工夫をされたり、そういった中で取り組みが進めら

れていく中、栗生小学校の今年度、全校児童が全員そろう日が

ふえてきているといったことの報告を受けているところでご

ざいます。  

      最後、府中学園でございますけれども、今年度 7 月 23 日に

行われました備後国府まつりにおきまして、「国府まつりｉｎ

府中学園」を開催したところでございます。今年度は新たに校

舎内にもさまざまな体験ブースを設置いたしまして、ここには

児童生徒を初め多くの保護者、そして地域の皆さんの参加をい

ただいて盛大に開催できたという状況でございます。  

      私からは以上です。  

谷口課長  それでは続きまして、Ⅲの「学びあえる地域社会の形成」の

4 番目にございます「スポーツ活動の充実について」、進捗状況

等の御報告をさせていただきます。  

      まず先ほど教育長の説明にもございましたが、本市のスポー

ツ振興の指針となる府中市スポーツ推進計画を今年度 3 月に策

定いたしました。平成 28 年度はこの計画に掲げた目指すべき

姿として挙げております文化スポーツ活動を楽しめる府中を

目指しまして、４つの基本目標、まず一つ目が、全ての市民が

スポーツに親しみ楽しめる活動とする推進。2 番目に競技スポ

ーツの推進、3 番目にスポーツ活動を支援する環境の整備、4 番

目にコミュニティスポーツ推進によるまちづくりの、以上の目

標を達成するためにさまざまな取り組みを行っておるところ

でございます。  

      今月までの具体的な取り組みで申しますと、8 月 25 日ＮＨＫ

ラジオ体操を協和グラウンドで開催いたしまして 1100 人の方

にお集まりいただきました。また 9 月 11 日に行いました府中

陸上競技会におきましても、マスターズ女子部門の新設、また

マスターズ男子 60 メートル、中学男子 1500 メートル、小学校

男女の 1000 メートル等の種目の増を行いましてより多くの方

に参加しやすい体制づくりを行いました。  
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      また、全てのスポーツの基本になります体幹を鍛えるための

体幹トレーニング講座を 9 月から生涯学習センターで開設して

おりますが、多くの方にお申し込みをいただきまして、御好評

を得ているところでございます。  

      また、性別や年齢にかかわらず非常に親しみやすいスポーツ

としてティーボールというものの推進にも取り組んでおると

ころでございます。10 月以降の今年度下半期におきましても、

こうした計画の目的を達成するためのさまざまな取り組みを

行っていきたいと思っております。直近で申しますと、10 月に

開催する学びフェスタにおきましても初めて平成大学と連携

いたしましたスポーツイベントを実施する予定でございます。 

      以上でございます。  

河本課長  それでは最後です。「安全・安心な教育環境づくり」というこ

とで、その中 3 項目のうち「学校施設の整備充実について」説

明したいと思います。  

      25 年度に学校の耐震化工事を府中市の場合は完了しました

けれども、昭和 40 年代、50 年代に建設した学校施設もありま

して多くの体育施設、設備が老朽化しております。ということ

で早急な改修が必要であるということですが、特に老朽化した

3 校。旭小、南小、栗生小の早急な内部改修が必要であるとい

うことで、27 年度はまず旭小学校の天井扇の設置、照明の増設、

職員室の天井張りかえ等を行ってきました。28 年度につきまし

ては、現在体育館の屋根の塗装工事を行っているところでござ

います。それとトイレ改修につきましては、事業課と具体的な

工事についての協議をしているところでございます。28 年度か

ら 30 年までの 3 か年でまずこの 3 校のトイレの改修を優先的

に行う予定でございます。  

      簡単ですが、私からは以上です。  

戸成市長   それでは協議に入りたいと思いますが、一つ目は最近の進捗

状況についてでございますが、何か御意見はありませんか。  

骨田委員   グローバル教育の充実についてですけど、グローバルキャン

プ、応募数が昨年よりも増加しているのにもかかわらず半数の

お子さんは御遠慮いただいたということで、大変もったいない

ことです。教育委員会も感じておりますので、何か場所がどう
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にかいい設定ができれば。ぜひ、学びたいと思っている子ども

たちには学んでいただきたいと思いますね。  

戸成市長   そうですね。希望者が全員入れればいいわね。何か工夫をし

ないと。やっぱり希望者があるというか、よくあるんでね。何

かこう体育館でも、大きい体育館でもやるとかね、何か工夫を

してみたらいいんじゃないかと思いますけどね。  

教育長   府中市内で実施をしておるので、その活動場所は、ある程度

あるんですよね。ただ宿泊の問題がありまして、じゃあ 2 回す

ればいいかなというのも意見というかあるんですけど、一泊二

日、かなり労力が要って、いろんなところから人に来てもらっ

て、留学生とか集めますので。なかなか２回、これを実施する

だけの体力が今うちの中にないので、どうしても 1 回だけにな

ってしまうんです。何か、実を言いますと今年も去年も参加し

た子がおるんです。最終的には抽選にしましたので、それだけ

希望も多いとまだ参加してない子を優先的にするのか、そこら

辺は工夫しながら、より多くの子がそういう体験をできるよう

にしていかなきゃなというのはあるんですけどね。これはまた

知恵を出しながら可能な限りふやす方向では考えてはみたい

と思うんですけど。  

戸成市長   はい、ほかには。  

田中委員  感想が幾つかあるのですが、27 年の実績と今年度の取り組み

ということで、おおむね以前からの府中学びプランと府中市教

育大綱、こちらのほうに移行してからというこの、着実に実施

していただいているようになりますので、進んでいってるので

はないか、各項目について進めていってるのではないかと感じ

ております。また次の項で 29 年度の予定ということでの取り

組みを説明していただきますので、またその中でこういうこと

具体的なことお話しさせていただければいいかなと思います。

今のところでは着実に進んでいるなという感を持たせていた

だきます。  

戸成市長   ほかに 28 年度のことですかね、何かお考えとか。  

井上委員  備後国府の指定を受けることになりましたがもっと、いわゆ

る府中にとっても特に・・・というか、観光資源のまさに活用

のこともあって、道の駅も近々できることになるんですが、そ
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ちらのほうはよりＰＲの方法なんか、いま一つまだ広い範囲で

だんだんとやっていけるような方向にも持っていかれたらど

うかなと思います。  

戸成市長   府中市の誇りでもありますので、本当に官報でお知らせがあ

ると思いますが、そうしたときにしっかりと、何か考えていら

っしゃる。  

河本課長  やります。  

戸成市長   やりますか。ちょっと説明を何か。  

河本課長  官報告示といいますか、正式な決定自体は官報で告示、前ぶ

れなくされるみたいなので、そこですぐというわけにはいかな

いんですけれども、先ほどちょっと触れましたように、もちろ

ん道の駅も何らかの形で参加しないといけないと思っており

ますけれども、教育委員会としては学びフェスタが 10 月の終

わりですけども、その中で備後国府に、地にふさわしいような

イベント、具体的に言えば雅楽、これを天理大学から呼びまし

て絵巻みたいな物語的なものをしていきたいというのが大き

なことでございます。  

      それと年が明けまして、まだちょっと具体的なものじゃない

ですけども、2 月ごろにシンポジウムをしたいと思っておりま

す。そのほかちょっとまだ他課との連携が不足しとるのがある

んですけども、2 回ほど今、3 課で集まって。担当者会議ですけ

ども、集まって話をしているところです。具体的なことがまだ

なかなか出てきてないですが、予算のこともあるんですけれど

も、何か目玉になるものを、お土産みたいなものを企画できれ

ばというふうに二、三、今うちのほうでお土産を何か考えては

いるんですけれども、今のところそれぐらいです。  

戸成市長   できればチャンスというのは余りないので、この際、若干特

化したような形でね、学びフェスタを若干特化した形で進めて

いただくとかね。本当に楽しみにしております。よろしくお願

いいたします。  

田中委員   28 年度のことの、ここで。まだ 9 月ですのでそれは、来年の

3 月までということで、義務教育学校のことにつきましては確

かな学力の向上という項に書いてあるんですが、やはり６・３

制が今の子どもたちに即しているかとか何か変えていかなけ



 

11 

 

ればいけないのではないかというところでいけば、豊かな心の

育成という、これは学力と心の育成というところは、離しては

いけないということは感じておられるとは思うんですが。その

中で、やはり義務教育学校で中学校のカリキュラムの中にある

ものを小学校と組み合わせてできるようになるとか、何々科と

いう新しい科目をつくって、今までの算数とか理科とか数学と

かではなくて何々科という組み合わせでもってそういう、本当

の社会で役立つ知識といいますか、その力、生きていく力を育

成できる、そういったカリキュラムをつくることが今の小中一

貫のカリキュラムとは別に、ではできないものがカリキュラム

ができそうというふうな期待感を持ってますので。そのあたり

をどんどん推進していただいて、やはり今まで行ってきた小中

一貫教育の進化形といいますか、次どうしようか制度を尽くし

てきたところでその義務教育学校というものが入ってきまし

たので、これをほんと来年の 4 月 1 日から実施していただいて、

できるような体制で、子どもたちにとって学力もそうですし、

心の部分もきちっと育てていただけるような環境づくり、そう

いった準備を 28 年度でしていただきたいと思います。  

      そして道徳教育という部分でいけば、やはり教える先生方、

教職員の方にもなぜ道徳教育なのかという年間でいけば三十

何時間、短い時間ではありますけど、やはり先生方にとっても

なぜ道徳教育なのかということをしっかりと、どういうふうに

教えていくべきかということをしっかりと熟知していただい

て子どもたちに教えていただけるような。11 月にはまた研修も

あるということもお聞きしてますので、そのあたりを 28 年度

中にはきっちりとしていただきたいということと、英語教育も

やはり来年のことにもかかわってきますけど、どんどん推進と

いうことになれば、もう 1 名必要なのか、もう 2 名必要なのか

そしてどういうものが必要なのかという、そのあたりも 28 年

度でしっかりと考えてしていただければなと感じております。 

戸成市長   何かありますか。  

教育長   今、おっしゃっていただきましたけれども、義務教育学校に

つきましては、学力の向上のところへ記載をしておりますけれ

ども、おっしゃるように豊かな心も含めてもっと、さらに本市
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は、この小中一貫教育の全てを網羅するものと思っております。

それをもって全ての項目が子どもたちをしっかりと育んでい

くという認識をしております。そういうこと進めていきたいと

思います。そしてカリキュラム等につきましても、おっしゃる

ように小中一貫教育を我々が取り組んできまして、さらに小中

一貫教育ではまだ手が伸ばせないところをこの義務教育学校

に移行することによって手を届けて、より一層子どもたちの学

びを充実させていきたいと。このように思っているところです。 

      したがいまして進化というお言葉をいただきまして、小中一

貫教育をより進化、充実させていく、その延長線上に義務教育

学校を据えてしっかり取り組んでまいりたい、このように思っ

てございます。  

      道徳教育並びにグローバル教育につきましても、このあたり

は職員の意識といったことも大事になりますので、そこにつき

ましてはこの道徳教育推進協議会の中でしっかりとそういっ

た各先生方に道徳教育の重要性や、その指導の大切さのポイン

ト等を指導する中で各校へ広めてまいりたいと思います。  

      以上でございます。  

戸成市長   なかなか大変ですな。何か古川先生。  

古川委員   お尋ねしたいんですが、教育委員会というか、部関係ではそ

れぞれがそれぞれの仕事を一生懸命されてると思うんです。今

基礎・基本のテストとかそういうもので市が、全国平均を上回

っているというそういう実態で、それをさらにアップしていく

ことについて、どうですか、今教育の貧困とかいうことでいろ

んな社会問題にもなってますし、市としてそういうものを何か

手だてといいますか、具体的に何かこうやってみたらと思って

るんだとかいうようなことでもありましたら、この場で。  

      教育の一体化ですね。  

戸成市長   市としては、いろいろ考えるのは考えるんですけど、やはり

教育委員会の主体に置いてその中で市が取り組んでいくこと

は一体何だろうかということを考えるべきものだろうとは思

っております。いずれにしても今、この大綱があるわけですか

ら、これに沿って少しでも前へ進める、進化させることが非常

に重要だろうと思っております。教育の貧困とかそういう、い
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ろいろありますけども、これはこれから教育委員会、あるいは

貧困の問題となると福祉の問題にもかかわってまいりますか

らね、そこら辺の全体的な考えの中でこれからどう取り組むか

ということが必要であろうと思っております。部分的には難し

いと思いますね、これは。  

古川委員   今の経済的な格差の、経済的な貧困の部分でおっしゃってる

んですね。  

      どっちかといったら。学力の。  

戸成市長   学力じゃなしに。  

古川委員   私らもその任期がそう長くないですから、専門しか情報が入

ってこないですけども、多分広島県内でもそういう早目に早目

にこう、市とか町が動いてそういうことを具体的な話でされて

るという形でしていきますと、文化とかそういうスポーツとか

教育とかに力を入れている府中市が、じゃあ具体的にどんなこ

とを今されてるだろうかなと自問自答をするわけです。誰かが

そこで声を出してしたらええんじゃないかなと言われてるの

であれば、今ある組織というんですか、そこの中でここが使え

るのではないかとか、いうものを探し出して、そこにお願いを

するとかということも必要ではないかなと思ってるんですけ

どね。  

戸成市長   少し教育の分野もありますが、ほかの分野もあると、少し範

囲が広がってきておるようには思いますが、その辺については

今後課題としてしっかりと取り組んでいかなければならない、

全体的な、府中市の全体的な教育とかいろんなことがございま

すが、そういうのも含めて全体的取り組みのため大きな課題で

もあるわけですから、徐々にこれからいろんな機関とも意見を

聞きながら、できるものはしていきたいと考えておるんですけ

どね。  

竹内課長   今おっしゃっていただけました子どもの貧困等のことにな

れば学校運営協議会のほうにも大きくかかわってくることだ

と思いまして、実は教育、子どもの貧困と福祉ということはや

はりつながりが大きい。教育行政と一般行政といいますか、そ

このつながりで課題の解決を図るという場がこの教育総合会

議の場がやはり大きな意味を持っておると思っておりますの
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で、こういった場を通して関係課と我々としてもしっかりと連

携をする中で、またそこの解決を図っていきたいと思っており

ます。  

戸成市長   ぜひ一つ取り組んでいただきたいと思っております。なかな

かそう簡単にはいかないと思いますが、それでも課題は大きい

と思いますが、それでも少しずつでも取り組んでいくというこ

とは大事だと思います。  

      ほかに何かございませんか。  

      無いようでしたら、先ほどから大体皆さんの御意見が出てお

ります、学力の向上あるいは心の育成あるいはキャリア教育、

グローバル教育というふうなことで、この件については特にグ

ローバル教育について、非常に成果が上がったというふうに私

は認識をいたしております。したがいましてこれからどんどん

前を向いて、進めていけたらいいなと思っております。  

      確かに学力の問題は、これは学校であるからには追求をして

いくということは当然のことでございますから、しっかりと頑

張っていただきたいと思います。  

      それから、私が前々から言っておる道徳教育でございますけ

れども、これも先ほどの話の中で心の教育というのは非常に大

事だというふうなことで、これはしっかりと取り組んでいただ

きたいと思っております。  

      それから備後国府を活かしたまちづくりということでござ

いますけれども、これはぜひこの 10 月 5 日の時点で正式に決

定するというふうなことでございまして、これから長い期間を

かけてやはり府中の誇りとなるようなそういうまちづくりに

返っていくというふうなことも非常に大事であると思ってお

りますので、今後皆さん方の取り組みに期待をしたいと考えて

おります。  

      また、コミュニティスクールについて報告がございました。

これは非常にいいことですけど、地域へどう、地域との連携を

していくかということで非常に重要なことでございまして、こ

れもぜひ一つ今後とも進めていただきたいと思っております。

もちろんスポーツの問題でございますけれども、これもラジオ

体操をあんなにたくさんの人が来られるとは私は思ってもお
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りませんでして、これは生涯学習課の皆さんにはほんとに努力

していただいたというふうに理解いたしております。今後とも

スポーツというのは非常に体力、特に今の生徒さんは体力が落

ちておるということをよく聞きます。そういう意味からすれば

本当に一生懸命頑張っていただいてやはり文武両道ではござ

いませんが、しっかりと体力を鍛えて、これから体力がなかっ

たら生きていけませんからね。ですからそういうようなところ

は非常に重要だと思っております。  

      それから学校施設でございますけれどね、これは御承知のよ

うに国の予算等が非常に厳しい状況でございまして、大体 3 分

の 1、私はよく言いますが、3 分の 1 と言いましても単価は随

分違うんです、安いんです。ですから実際は 4 分の 1 ぐらいし

か補助は来ないような状況なんですね。ですから国のほうの何

も、文科省もしっかり頑張っていただいてね、予算をしっかり

とってもらわんといけんじゃないかなと考えております。しか

し、年次計画で少しでも予算を回して、年次計画でしっかりと

やっていくことが必要であると思います。  

      大体、大まかにはそういうことでございますが、ほかに何か

気づかれたことはございませんか。ありませんか。  

      じゃあ２つ目の議題に入りたいと思いますが、来年度の教育

関連の取り組みに係るものでございます。教育委員会事務局各

課から、それぞれの重要だと思われる事業について提案を受け

ております。説明していただければと思いますが、よろしく。 

竹内課長   それではまず学校教育課から御説明させていただきます。ま

ず確かな学力になりますけれども、先ほど田中委員さんからも

ございましたけれども、義務教育学校というのがまさにここの

大綱にございますように未来に羽ばたくグローカルな人材の

育成、未来に羽ばたく府中っ子。ここの土台として取り組みを

進めていきたいと思っておるところでございます。  

      そういった中、けさの中国新聞で府中市の義務教育学校の記

事を掲載していただいておりますが、ここに示しているとおり

府中小中学校と府中明郷小中学校を義務教育学校、さらには府

南学園と上下学園を併設型小中学校へ、それぞれ設置に向けて

今後取り組みを進めていきたい、このように思っているところ
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でございます。  

      さらに豊かな心の育成につきましては、道徳が特別の教科と

してなってまいりますので、そこへ向けて先ほどの校内での実

施とともに全面実施へ向けての研修体制、来年度もしっかりと

図ってまいりたいと。このように思っているところでございま

す。  

      最後グローバル教育の充実でございますけれども、さらなる

英語教育の充実に向けてＡＬＴを 1 名さらに増員をしてまいり

たいという思い、さらには英検の受験を促進する上で、こうい

った受験者に対する支援、こういったところで事業を立ち上げ

てまいりたい、このように思っているところでございます。  

      以上でございます。  

河本課長   備後国府を生かしたまちづくりでございますけれども、29 年

度におきましては政庁が確認できていないということもござ

いまして、引き続き確認調査は行うんですけれども、鳥居地区

の追加指定に向けまして報告書を来年度は作成していこうと

考えております。  

      それから史跡指定に伴いまして、これから保存活用計画、整

備基本計画、整備実施計画等を作成していかなければならない

ですけれども、先ほども申しましたように保存活用計画策定に

向けました策定委員会を設置いたしまして、協議しているとこ

ろでございます。既に今年度、28 年度 8 月までには現在の備後

国府跡調査指導委員の先生方にも、策定委員としてかどうかは

別にいたしまして引き続きこれまで以上の協力をいただける

ことは確認しておるところでございます。  

      並行いたしまして金龍寺東地区の計画でございますが、具体

的に公有地化いわゆる用地買収に取りかかってまいりたいと

思います。こちらのほうも国庫補助事業ということで国の予算

の関係もございますけれども、概算要望を既にしているところ

でございまして、できるだけ早く取りかかって今は埋蔵文化財

ということで表には見えないんですけれども、まず整備してい

く準備ということで用地買収を行いたいと思っておるところ

でございます。  

      それから備後国府の地であったということを市内外へ知っ
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ていただく、先ほどからＰＲ、ＰＲというふうにお話をいただ

いているんですけれども、新たな公開活用事業を実施したりと

考えております。  

      私からは以上です。  

竹内課長  それでは続いてコミュニティスクールの充実になります。  

      29 年度には上下学園 3 校、上下中学校並びに上下北小学校、

上下南小学校をコミュニティスクールに指定をする予定でご

ざいます。さらには第一中学校を文部科学省の研修指定校と位

置づけましてコミュニティスクールの推進の取り組みをスタ

ートさせたい、このように思っております。  

      したがいまして、平成 31 年度には全小中学校 12 校全部の指

定が整うといった計画で進めてまいりたいということでござ

います。  

      以上です。  

谷口課長  続きましてスポーツ活動の充実について平成 29 年度の取り

組みでございますが、先ほど申しました府中市スポーツ推進計

画というものが第４次府中市総合計画や府中学びプランの施

策をより具体化するための計画と位置づけておりますので、こ

の計画に掲げる先ほどの４つの基本目標を達成することが府

中市のスポーツの推進につながっていくと考えておりますの

で、継続してこの目標を達成のために取り組んでいきたいと考

えております。  

      具体的には現状を分析した中で、十分な取り組みができてい

ない点について特に手をつけていきたいと思っております。そ

の一つといたしましては、スポーツ指導者の養成というものも

非常に重要なことだと思いますが、現在の養成講座のようなも

のは開催しておるのですが、なかなかその内容が直接現場での

指導に結びつけられるような成果を上げられていないという

ことで、このあたりを平成大学の福祉健康学部の御協力をいた

だきながら取り組んでいきたい。できたら今年度後半ぐらいか

ら拡充を図っていって来年度につなげていきたいと思ってお

ります。  

      もう一つは、障害者スポーツの推進という面で府中市ではこ

れが十分にできていない面もあるのではないかと思います。こ
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れも先ほどもちょっと申しました体幹トレーニング講座、こう

いったものなどを利用しながら、新年度から障害者スポーツの

推進というものにも取り組んでいきたいと考えているところ

でございます。  

      また、平成 26 年度からプロバスケットボールチームである

ドラゴンフライズのプレシーズンマッチが民間の有志の方に

よって開催されてきているところですが、今年度は市と市教委

の共催事業ということにさせていただきまして、私たちも実行

委員会のメンバーとして企画運営にかかわらせていただいた

ところでございます。  

      来年度以降もこうした民間団体でございますとか指定管理

者などと連携しながら、府中の子どもたちにプロのプレーを間

近で見たり、また直接指導を受けられるような機会を確保して

いく取り組みを行っていきたいと考えております。  

      それからまた施設の改修整備というのも、環境整備をしてあ

げるということもスポーツ活動を支援するためには重要なこ

とだと思いますが、こちらについては予算等もありますので、

そういう予算の中で関係課と協議をしながら、計画的に、特に

今、活動の中心になっております桜ヶ丘グラウンドでございま

すとか中須グラウンド、それからウッドアリーナ。こういった

中央施設をまず計画的に改修整備等行っていきたいと考えて

おります。  

      以上でございます。  

河本課長  最後に学校施設の整備充実でございますけれども、29 年度に

つきましては南小学校のトイレの改修、30 年度に栗生小学校の

トイレの改修を行いたいと思っているところでございますが、

これも国庫補助の財源といいますか国庫補助、国庫金をにらみ

ながら、先日仮想計画へは追加で入れていただいてるんですけ

れども、補助対象事業になりますので財源を、補助をにらみな

がら行っていきたいと思います。  

      乾式のトイレによりましてプッシュを改善すると。それから

現在に合った洋式、トイレの洋式化、トイレのスペースが狭い

ですので、そこら辺を改善するというようなことを行っていき

たいと思っております。  
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      以上です。  

戸成市長   じゃあ、教育部長さん。  

教育部長   まとめというか若干、昨年にこれ、市長がつくられました府

中市教育大綱がございますけど、これの左側のほうに平成 27 年

12 月から 3 年間、それから中ほどから府中市長重点教育施策と

いうものがありますので、ただいま課長が説明いたしました新

年度の事業につきまして、これと絡めながら若干の説明をさせ

ていただければと思います。  

      まず市長からの重点業務施策１行目にグローバル教育、中で

も英語教育という表現がございます。  

      これは教育大綱１の小項目 4 の「グローバル教育の充実」の

中で、先ほど実用英語技能検定受検者に対する支援を行うと申

し上げましたが、これは中 1 から中 3 までの全員、できれば声

をかけて小学校 5、6 年までにも対象を広げてぜひ英語学習、

英語習得に向けた意欲の向上を図るため支援をいただければ

と考えておるところでございます。  

      またグローバル教育と確かな学力の向上とのつながりにも

なると思うんですが、先ほど竹内課長の説明にもありましたよ

うに、本日の中国新聞朝刊に義務教育学校に向けた動きを報道

していただいたところでございます。  

      この義務教育学校のなった暁にはカリキュラムの例えば前

倒しとか、繰り返しあるいは独自のカリキュラムの作成、いろ

んなメリットがありますが、そういったものを生かす中で例え

ば小 1 からの外国語活動を導入することを目標にそのＡＬＴの

1 名増員を要望させていただいたところでございます。  

      次に、市長からの重点業務施策の中ほどにあります府中市の

歴史を学び、伝統と文化を継承することについてでございます。 

      これは、先ほど河本課長から備後国府についての説明がござ

いました。現場の仕事が、国府以外もいろんな調査作業があっ

たりしてなかなか多忙ですけど、先ほど申し上げましたような

座学、それから天理大学をお呼びしての実際に見て楽しめるよ

うなイベントも組んでおります。  

      ただ、国の指定を受けるということは本当に 40 年来の悲願

が達成されるということで、このチャンスを捉えてもっと広め
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ていかないといけない、特に今、備後国府に関心のある層はど

うしても研究をされているような方、あるいは歴史に非常に関

心のあるような方はこの前の日曜日も歴史講座を図書館でや

って 50 人満杯、府中高校の学生さんも来ていただくような状

況もございましたが、これをもう少し、もう少しというか一般

の市民の方にも広げる必要があるのではないかと思っており

ます。  

      そういった中で、講座等の座学だけではなくて例えば何かグ

ッズですよね、キャラクターとかグッズ、前もちょっと課長と

お菓子なんかつくりませんかという話をしたんですけど、そう

いったものに取り組むことによってもっと広い市民層に備後

国府をアピールしていけたらなと思っているところでござい

ます。  

      それから下の段の、府中で育ってよかったと思える郷土への

愛着、さらには郷土の発展につながる心の育成を願っておりま

す、という一文がございます。これは先ほど竹内課長からあり

ましたコミュニティスクールと関連していると思います。コミ

ュニティスクールによって子どもたちが地域の人々の愛情や

歴史文化に触れること、あるいはなじんでいくことでそういっ

た心が育成されるのではないでしょうか。また教育大綱の３の、

生涯を通じた学習の充実のところで谷口課長から学びフェス

タの充実体験ブースということで、本年度の学びフェスタから、

ものづくり企業に参画していただくような取り組みがござい

ます。府中の子どもたちがものづくりのすばらしさ、府中のも

のづくりのすばらしさを知らずに出ていってるという実態も

ございますので、こういったコミュニティスクールあるいはも

のづくりを提案することによって府中市の若者の定着とかＵ

ターンにもつながるものではないかと思っております。  

      一応私から重点教育施策の３つの文言について、大綱の２９

年度における予定の項目とあわせて説明させていただきまし

た。  

戸成市長   ただいま来年度の教育関連の取り組みにかかるものについ

て教育部長から説明がございました。皆さんから何か御意見や

御質問があれば、何かございませんか。  
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田中委員   私から。29 年度ということで義務教育学校のことは先ほどお

話しさせていただきましたので、よろしくお願いしますという

ことと、グローバル教育の充実で先ほどのＡＬＴ、1 名でいい

のか 2 名なのか、どんなことがしたいのかいつももう一度考え

ていただいて、そのあたりの増員のことと、あと英検ですね、

英語検定に対する支援というのは受験料とかの支援というこ

とですね。合格をフォローするとかいうことじゃなくて。  

      このあたりの意欲ある受験者に対しては受験料、そういった

ものの補助ですとか、何か市で負担して 4 級とか 3 級あたりま

では中学校で合格できるとか、そういったことの、学力のフォ

ローアップということも必要でしょうけど、やはりそういった

経済的な面、受験料ということも何らかの予算立てといいます

か、何かこう子どもたちにできればいいのではないかというこ

とと、これが３年間の計画ですので、グローバル教育、英語教

育という中でいろんなことを考えていくときに、やはり国語教

育というのは切り離せないと思うので、将来的には漢字検定は

まだあると思うんですが、漢検あたりとも、そういった国語の

関連とも支援ということも将来的にはまた考えていければな

あと。ただまずは英検からということでお願いできればと思い

ますのと、備後国府に関しましてはこれがいい機会だというふ

うに思いますので、今後まちづくりＰＲ、そういったことを期

待しておりますので、どんどんやはりいろんな企画を考えてい

ただきたい。やはり子どもたちも年に 1 回は、社会見学ではな

いですが、そういった歴史のものですとか、こういった場所に

必ず社会見学にこう一度は行って、市内を回れるぐらいの学校

としてのツアーをあたりもできたらいいのではないかなと思

っております。  

      コミュニティスクールも徐々に進んでおりますので、学校と

地域と、信頼関係づくりのものとして、どんどん新しい行事が

できていくのもいいですが、芯の、核心の部分をしっかりして

いただいて、地域によってはまだあのコミュニティスクールっ

て何とか、何かこう温度差があるようなので、そういったこと

がないように関係、信頼関係づくりで子どもたちに返していく、

親に返していくんですよといったところをしっかりと意識づ



 

22 

 

けをしていただけるようにお願いできればと思います。  

      施設の部分で最後、もう一点ですが、安全というところで新

しくできた学校ももう一度点検をしていただいたりというこ

とと、トイレは本当に今、清掃もきれいに、掃除もしていただ

いてますが、雰囲気とにおいというところではなかなか掃除だ

けでは賄えなかったというところがあります。  

      これが進んでいくというのは非常にいいことだと思います

ので、こういったところも含めてほかもできれば、いいところ

を見つけてどんどんできるような環境とか予算とかあったら

いいなと思いますので、よろしくお願いいたします。  

      以上です。  

戸成市長   ほかにありませんか。何か、どうぞ。  

骨田委員   伝統と文化の継承について、備後国府を生かしたまちづくり

は、教育委員会だけではなく市全体の問題だと思うんですけれ

ども、この中でも予定のところにあるように、道の駅と生涯学

習センター、図書館というような文化・芸術分野で連携が大事

になっていくと思うんですが。いろんなところで単発的にする

よりは、総合プロデュース力というものが働いていかないこと

には、しっかりと全国的にＰＲしていくには弱いんじゃないで

しょうか。  

戸成市長   今まで指定を受けられたところなんかもね、参考にしながら。

それをさらに飛躍したもので、持っていければありがたいです

ね。  

骨田委員   学校のことについては、小中一貫教育からの義務教育学校と

いうことですが、府中市は小中一貫教育とコミュニティスクー

ルとの両翼でやってきたんですけれども、昨日の会議の中でメ

リット、デメリットについての議論が大分ありました。時代に

沿った教育制度ということで移行が必然ということであれば、

小中一貫は 13 年やってきまして、成果が実感としてあると思

うんです、各学校の中に。それをベースにして義務教育学校に

なったり、併設型になったりした時点でいろんなことができる

ようにまたさらに進化していくので、メリットがあるからする

んだよというよりは、もう私たちがメリットをつくっていこう

というぐらいの気持ちでぜひしっかりとやっていきたいと思
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います。コミュニティスクールなので地域の私たちも当然当事

者という気持ちでしっかりかかわっていきたいですね。  

古川委員   コミュニティスクールの中に、そういうことを位置づけて義

務教育学校はこうなんだよということの認識を入れるとよい

だろうと思いますね。  

      先ほども田中委員からいろいろと言われたので、そんなに重

複してすることは。  

戸成市長   何かほかありませんか。  

田中委員  先ほどからこのグローバル教育のところですけども、上下中

学校ですか、タブレットか何かその全員とかいう。全市にそう

いうものを、いつまでに行き渡るようにされようとしているの

かわかれば。  

竹内課長  そうですね、上下中学校にこのたびタブレットは納品させて

いただきましたけども、実はパソコン教室の、まずはデスクト

ップのそこをタブレットに随時切りかえをしていきたいとい

うところをまず進めておりますので、ここ 3 年ぐらいのうちに

はパソコンの期限がどうしてもまいりますので、それと同時に

全校のパソコンをタブレット化に進めていきたいと。こういう

ふうに思っておるところでございます。  

戸成市長   パソコンもそうですけど、なかなかクリアしなきゃいかん問

題があるかもしれませんので、持ち帰り用のノートがあり、い

ろいろありますわね、そういうものやあるいは個人情報なんか

も、そういうふうなことはきちっとやっていただいて、進めて

いただきたいということは当然のことですけどね。  

教育長   タブレットは、今申したように順次入れかえていってパソコ

ン型にして、どういうんですかね子どもたちが学習に使いやす

いような形で設置したいという思いがありますので、さらにそ

れを例えばどっかの市がやっておられます一人 1 台までにして

ね、さらに充実させると、まだそこまでは予算のこともありま

すので、なかなか難しいということで、とりあえず子どもの今

の学校での学習にどう生かしていくか、そこを重点的に考えて

いきたいと思います。  

      当然そうなるとパソコンをタブレットにかえるだけじゃな

くてそれに関連した機器も若干、今回電子黒板も上下中学校に
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入れさせていただきましたけれども、そういったところも充実

も、考えていかなきゃいけないのかなというところも当然出て

くると思っております。  

      上下中学校がどれだけの成果を上げてくれるかね。それも今

回研究会があるので楽しみにはしているところもあるんです

けど。将来的には当然必要になってくるものだと思います。  

戸成市長   7 項目あるわけですが、まずいかに学力向上ですね。確かな

学力を伸ばすということから言えば、今回義務教育学校という

ことで非常に、私は最初の小中一貫校のころにもたびたび言っ

てたんですけれども、非常に難しい問題がありますが、それを

いかにしてクリアしていくかということが大事だろうと思う

んですね。  

      最初に呉ですね。学校を視察したことがございますが、あの

ときも学校では非常に厳しいといいますか、難しいですね、段

階でさてな、これは不安でいけませんみたいな話も聞きました。

しかしそれはやはりいろいろやることによって、クリアできる

問題があると、努力すればクリアできるということが私はある

と思うんです。ですから、このたび小中一貫教育を発展的に今

度は義務教育のほうへしていくということは、私は新しい時代

に即してると思うんです。教育も変わっていかねばならんし、

その中でクリアしなきゃならない問題もたくさんある、それは

しっかりと皆さんで議論をしていただいて、頑張って、その方

向へ進めていただきたいと思っております。この道徳教育も、

これから文科省なんかもこれから非常に力を入れるというふ

うなことでございますので、やはりこれもしっかりと私は道徳

教育は本当にやらなきゃいかんと思っているので、そういう意

味ではこれからしっかりと頑張っていかねばならないと思っ

ております。  

      それからグローバル教育は、先ほど課長も言っておりますが、

これは私も言ったんですけど、3 級ぐらい取らにゃあ学校を卒

業できんぞというぐらいやんなさいというとったら、これがど

んどん進化してきたような状況でございまして、予算がどうな

るかわかりませんが、予算というのは全体を見ながら予算を決

めていくということになりますので、この辺はこれからしっか
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りと検討していただいて協議していただいて、前向きに取り組

んでいただきたいと思っております。  

      もちろん備後国府の問題でございますが、これもやはり先ほ

どからたびたび出ておりますように、これをどういうふうにし

てまちづくりへつなげていくかということ、そしてそれを教育

の中にどういうふうにつなげていくかという、この三方をしっ

かりと見きわめていただいて、頑張っていただきたいと考えて

おります。  

      それからコミュニティスクール、あるいはスポーツ活動、こ

ういうものも当然、先ほど生涯学習課長が言われたように障害

者のスポーツというのはこれ、大事になってくるだろうと思い

ます。パラリンピックからだんだん有名になって、それに向か

ってどんどん進んでいくというこの障害者の姿を見たときに、

やはりこれは我々としても支援をし充実していかなければな

らないと強く感じておるところでございますので、どうぞしっ

かりと取り組んでいただきたいと思います。  

      それから学校施設の件でございますが、なかなかこれが予算

が伴うことで、ない袖は振れないというようなこともございま

すが、しかしこれから学校施設について少しずつ進めていくと、

一度に大きい金がなかなか出てこないというのが実情でござ

いますよ。国も借金を抱えていますので、もちろん市も大変な

状況である。いうことは皆さんも御承知いただいていると思い

ますので、これをうまくしてどれだけの予算が配分できるかと

いうふうなことは、きょうは総務部長も来ていらっしゃるので

ぜひ一つ広く御検討いただいて、前向きに取り組んでいただけ

ればありがたいと思っております。  

      ほかに何かないようでしたら、平成 29 年度の予算編成の具

体的なことにつきましては、教育委員会が議論しておりますよ

うに今後府中市全体の調整が必要となるということでござい

まして、御承知のとおり府中市の財政は先ほども申し上げまし

たように非常に厳しい状況でございますが、教育行政につきま

しても主要施策についてはできる限り実現していきたいと考

えております。  

      またハードの面、あるいはソフトの面いろいろございますが、
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市民の目線でしっかりと現実・現状を分析し、市民の皆様にそ

の効果が実感していただける思い切った取り組みが必要であ

ろうと思っております。  

      私がいつも申し上げておりますように、市民の目線というの

が非常にこれからの時代は特に大事になってくると思ってお

りますので、どうぞよろしくお願いいたします。  

      ほかに何か、協議したい内容はございますか。  

      かなり議論が尽くされたようなので、これで。本日は皆さん

からたくさんの御意見をいただいて、これから来年度の予算編

成に備えまして教育関連の施策、具体的にしてまいりたいと考

えております。引き続きの御助言、御支援を賜りますようによ

ろしくお願い申し上げて以上をもちまして、総合教育会議を終

了したいと思います。  

      どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

 

16 時 50 分 終了  

 


